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1972年 Riode Janeiroで第 l回重症患者管理国際シンポジウムが開催され
て以来，毎年同地で同シンポジウムが聞かれている。本著は， 1974年の第 3回シ
ンポツウムの会報で，最新の知識と技術の普及，重症患者管理の改善などに寄与
するよう同シンポジウムとして初めて出版されたものである。
内容的には， Monitoring of the Critically 11 Patient，Physiology of the 
Disturbed Circu1ation，Therapy of the Critically I1 Patient，Metabolic 
and CNS Aspects of Critical Ilnessの4項に大別され，それぞれの項に関
連した論文が， 4，4，14，5，計 27題記載されている。
第 Iの項では，先づ ICUの役割とその内容の進展についての概説的な論文に
はじまり，重症患者の酸素摂取量を直接連続的に測定し，これに Fickの原理と 
avDo2 を加えて心拍出量の算出可能なことを示唆しているが， 当然のことであ
る。しかし重症患者の酸素摂取量の連続的測定を，臨床的に治療効果の判定など
に利用したものとしては興味がある。そのほか，従来の右1)カテーテ Jレと，本邦
でもすでに利用されている Swan-Ganz肺動脈カテーテルとの比較， 急性心筋
硬塞後の左室癌患者8名についての左心，右心カテーテル，熱希釈法による心拍
出量の測定，シネ心室造影，シネ冠動脈造影などにより循環動態の評価をしてい
る文献もある。
第 I項は，肺および全身的の循環動態を表わすノTラメーターとして， cardiac 
index，mean arterial pressure，heart rate，central venous pressure，mean 
transit time，periphera1 vascu1ar resistance，central b100d vo1ume，stroke 
index，1eft ventricu1ar stroke work，Cao2，PaoυO2 avai1ability，O2 ex-
traction，av-Do2，V02 など 180名につき 10000セット以上も測定して， ショッ
ク時の各データーの評価と治療計画についても言及している。またショック時の
微小循環と血液レオロジー，更にこれらと酸素運搬との問題も提起し， ノJレエピ
ネフリンによる赤血球の円鋸状変形が微小循環障害発生を助長しているとの実験
は，治療と関係して意味がある。
第 III項の治療は，本著の約半分を占め実際的な救急蘇生用セットの内容や，
術後の心原性，細菌性ショックと問機に急性腎不全，急性肺不全などに関した論
文と，特殊治療として細菌性ショックに対するステロイド， salicy1ate中毒，尿
毒症の心タンポナーデ， ARDSに対するスクーリン血液フィ Jレター の使用， 腹
膜炎に対する腹腔洗浄，自家血輸血，循環補助としての大動脈内パjレーンポンプ
の使用，術前患者を含めての計画的血液希釈などの報告がある。
第 IV項では，術後のアミノ酸，脂肪などの非経口的栄養を代謝面より検討し
たもの，実験的脂肪塞栓時の脂肪代謝と共に，臨床上の脂肪塞栓 9例についての
考察も記載されている。エンドトキシンショック時の中枢神経系障害の病因につ
いては，動物実験による脳組織の生理学的，生化学的，形態学的な結果の報告も
記載されている。
本著は， 国際シンポジウムの会報として， 多少掲載論文が少ない嫌いもある
が，重症患者の病態生理，特にそのモニター，治療など広い範囲の諸問題に最新
の知見と豊富な資料を挙げており，世界の趨勢と情報を提供するものとして意味
のあるものである。(野口照義)
〔千葉医学 52，112，1976) 
